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　“プラスON”事業は、町田市市民生活安全課からの委託に
より、サポートオフィスが事務局として実施している事業です。
市民団体の皆さんが日頃行っている活動に「交通安全」「防犯」
のテーマを少し足した（プラスON）市民向けの啓発企画を、
サポートオフィスと共催で実施していただきます。昨年度は
多様な17の企画が実施されました。現在2023年度のエント
リー団体の募集が始まりました。ここでは本事業を活かして、
団体活動の幅を広げられるポイントをご紹介します。

「ふだんの活動にプラスON 交通安全・防犯協働事業」
エントリー団体募集中

費用サポートを活用して、
今までできなかった取組みにトライできる！

警察署員から横断歩道を模したシートを使っ
た交差点横断中の事故事例や注意点の説明、
反射材の紹介。ポールと靴へ反射シールの貼り
付けを実施。

申し込み方法・今後の流れ

お知らせ

「まちだづくりカレッジ」開講しました！

事業計画作りのコツと活かし方

「ふだんの活動にプラスON
 交通安全・防犯協働事業」
エントリー団体募集中

Now

Topics

Information

「まちだづくりカレッジ」開講しました！

フィンランド発祥、世界で注目さ
れているオープンダイアローグの
手法を軸に、困りごとを抱える方
をともに支える活動をしている。
町田での事業展開を学ぶために
参加されました。

昨年度は、チラシ印刷費や会場費用、ワークショップの材料費等の費用
サポートを行いました。費用サポートを利用し、今まで予算が少なく実施
できなかったことに挑戦する機会にしてください。

市の事業として、サポートオフィスと共催実施することで団体
の実績の一つとして活用ください。

団体同士が共通のテーマや目標を掲げ、
協働プロジェクトを遂行する取り組みに対
し、個別型のコンサルティング支援を行う
アドバンスコース。
今年のテーマは「子どもの権利」です。今後
プロジェクトの概要が固まりましたら、
ホームページ等で紹介します。

▲

ワーク「団体が目指す地域や
社会の姿を描きましょう！」
で描いた絵と共に。

近況報告

〒194-0013 東京都町田市原町田４丁目９−８ 町田市民フォーラム4階

www.machida-support.or.jp●JR横浜線町田駅から（徒歩約5分） 小田急線町田駅から（徒歩約8分）
●お車でお越しの場合は近隣の駐車場をご利用ください

一般財団法人町田市地域活動サポートオフィス

公式SNS 更新中

info@machida-support.or.jp
042-785-4871 月〜金 午前9時から午後6時

（毎月第三水曜日は午後5時まで）
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事前
予約制
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NowNow

like minds
アートを通じて豊かな生活を作
る活動を実施。法人活動でワー
ク&バランスのあり方や若い力
を入れて、発展的な取り組みが
できるかを考えるために参加さ
れました。

NPO法人アートネットまちだ
「誰でも輝くことができる」アマ
チュア向けのエンタメ作りを目指
して活動中。活動の幅を広げるた
めにメンバー同士で腹落ち感のあ
るビジョン・ミッションを作りたい
と参加されました。

アマタメ企画
妊娠の悩みを抱える方の相談や
出産費、検診費の支援を実施す
るための1円玉募金を実施。団体
の認知向上のために、今一度メン
バー間で方向性を検討する機会
にと参加されました。

ワン＆オンリーいのちの会
東京・町田

▲お互いを知るワークとして〈共通点探しゲーム〉を実
施。わずかな時間でも、目には見えないお互いの共通点
を7つ以上探した方が4名以上も！

　団体メンバーと共に活動の「今」と「未来」をじっくりと話し合っていく伴走型連
続セミナー「まちだづくりカレッジ」のベーシックコース（全5回）が5月25日に開講
しました。本コースでは、団体内で対話を進めながら団体の「ビジョン（理念・実現
したい社会の状態）」「ミッション（使命・ビジョン実現に向けて果たす社会的な役
割）」「バリュー（組織として大事にしたい価値観や在り方・姿勢）」を定め、事業計画
を作成すること目指します。今年度は、当初の予定を超える4団体からのご希望を
いただき、にぎやかにスタートしました。
　前半では本講座の説明や参加団体の自己紹介、また互いを知るワークショップ
〈共通点探しゲーム〉を行い、後半では「ビジョン・ミッション・バリュー」についての
講義と共に、「社会の中で自分たちの団体がどうありたいか」「どんな社会、どんな未
来を目指すのか」を体感的に捉えるために、絵や手紙を書くワークを実施しました。
　メンバー同士でも使う言葉や描く絵に違いがあり、今までは気が付かなかった
〈団体として大切にしたいこと〉や〈メンバーの想い〉を知ることができました。今日の
気づきや学びを生かし、どんな事業計画が生まれるのか、今から楽しみです。

開催当日の
様子はこちら

アドバンスコースも

熱く進行しています！

11PointPoint

企画のアイデア作りの
サポートが受けられる！

企画作りにはサポートオフィススタッフも伴走支援しますので、企画
立案や実施に向けた実践的なスキルを身に着けることができます。
企画実施は秋以降なので、内容もじっくり固めることができます。

募集要項で詳細をご確認の上、エントリーシートを
サポートオフィスまでご提出ください。エントリーシート
の提出から、約１か月以内に実施内容が確定します。
エントリー前のご相談もお受けしますので、まずはお気軽
にご連絡ください。

33PointPoint

市の事業として
サポートオフィスと共催実施できる！22PointPoint

昨年度の実施事例

反射シールで
安全ウォーキング・交通安全講話

まちだポールウォーキングクラブ

町田市職員から「歩行者の交通事故」について
注意点の説明。反射材の配布、交通安全標語を
掲げたオリジナルベストを製作し、イベント当日
の誘導を実施。

まちカフェ！ウォーク交通安全講話・
オリジナル啓発ベスト

鎌倉古道・歴史遺産の会

CaseStudyCaseStudy

昨年度の参加団体の声VoiceVoice

ベーシックコース参加団体と受講理由ProfileProfile

団体活動に活用できるポイント

費用・事務局サポート
を活用して
団体活動の幅を広げ

る！

町内会や警察（行政）への働きかけには

遠慮があったが、組織間の橋渡しをして

もらえたことで、自分たちだけではできない

企画内容を盛り込め実施できました。

会場の費用サポートを活用して、今まで

実施してみたかった会場での開催がで

き、次のイベント開催に向けて団体内

でのモチベーションが高まった。
エントリーシート・
募集要項はこちらから



事業計画と一言で言っても単年度の計画、5か年、10か年の方針をまとめる
中長期計画などがあります。一面で紹介したまちだづくりカレッジ（以下、カレッジ）
で作成する「事業計画」は、そうした事業計画とは少し違い、団体が目指す未来
の地域や社会の姿、自分たちが果たすべき役割、大切にしたい価値観など、事業
を検討するための基盤となる、いわば団体の核の部分を中心にまとめます。
本ページでは、計画を作成した団体のみなさんの経験から、作成までのプロセス
やまとめかたなどの「知恵」をご紹介します。サポートオフィスでは、事業計画書
の作成についてのアドバイスも随時承っています。お気軽にご相談ください。

カレッジでは、メンバー同士の対話を通じて、

自団体のビジョン（理念）、ミッション（使命）、バリュー（行動指針）、

ターゲット（活動を届けたい相手）、ステークホルダー（関係者）などを

整理しA3⽤紙1枚 にまとめます。事業計画作りの
と

Topics 特　集

事業計画書作りのコツ

事業計画書の

活かし方
● 事業計画をサポーター研修での説明や想いの共有の際にも活用しています。
● 事業計画を作る中でメンバー全員の気持ちがまとまりました。展示会や広報の準備にも活用しています。
　今後見直しをして更にブラッシュアップさせようと思っています。
● 数年たった後でも改めて見直したり、この計画を元にメンバーと新たに話をしたりと、
　事業を進める上での立ち返る場所にしています。

サポートオフィスから

想いを言葉にするのが得意な人苦手な人や関わる期間によって情報が多
い人少ない人等、いろいろなメンバーがいます。言葉にできていない想い
を意識して聴きあう時間を持つことも計画づくりの大事なコツですね。

計画を作るために対話の場を
うまく進めるためのコツは？QQ

AA

具現化のコツは、やはり当事者に聞くこと。ターゲットに近い3名ほどに話
を聞くことをおすすめしています。ターゲットが定まっていると、事業内容
や広報戦略を考える時もメンバー間で考えやすくなります。

事業のターゲット（ペルソナ）を
具現化するコツは？QQ

AA

いきなり文章にするのではなく、メンバー全員でまずは言葉を出し切ること
がコツですね。「想いの共有」を行うことで、メンバーの意識が揃います。
そのうえで、いったん「型」にあてはめて作文をするといいですよ。

現場での気づきをみんなで考えて新しい取り組みを進めることが
多い市民活動の現場では、迷うことも多いと思います。事業の進
め方に迷った時、進む道を決める判断軸となるのは、リーダーで
も、先生でも、先輩でもなく自分たちで立てたビジョンやミッション。
活動を支える強い味方が事業計画書と捉えられます。

ビジョン・ミッション・バリューを
言語化するコツは？QQ

AA

読みやすい計画を作成するためには、情報の整理が不可欠です。情報を
整理する過程を通じて大切にしたいこと、やりたいこと、やるべきことが絞
られていくというメリットもありますね。

見やすい事業計画や
資料等を作るコツは？QQ

AA

!"#$%&'()*+,-)./012)345$678"0#9$:;<
=>=?@4A00)BCDEFG&HI@JKLMNOP0"QR5EDS
T85TUVQWX)YZ[\&]^4_`aQbDJcdef4ghQWiE
5Sjk!"#$%&'()*+,-'./0120345!-6789:;<
=>?0@AB-9C82DEEF0GHIJ#0@KL)7MN1O>PQG
l=m0nop3q@rs):;&tj4uvwx+yzQ{|j4}~r�
Sp&ÄÅD@RiÇÉÑA3q)ÖÜ$!"#0áàQuvwxD)no0
âäãOQåç8DÇ}~QéèD)\êQëiE5Sjk

!"#$%
&"#'()*+,-./012345637
&89:(;<;;=>?@:
&ABC(DEFGHIJK;L;L@M
&NOP(QRS

!TUVW
X./0YZ[\]^_`16ab`5Ucd
&efgh
&ijklmno\pqrs
&t+uvwYZ[\xyz{

たかが汗、を変えていく。 私達は、多汗症であっても、制限なく本来の力を発揮できる、生きやすい社会を目指します。
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事業計画 ターゲット
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キャッチコピー ビジョン

!!"#https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000003.000058259.html

Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur adipising elit. Pellentesque m ipsum dolor sit amet, consectetur adipiscing elit. Pellentesque 

活かし方コツ

団体のみなさんの知恵や経験を聞きました

サポートオフィスから サポートオフィスから

サポートオフィスから

サポートオフィスから

まちだづくりカレッジで作成する事業計画

2022年度まちだづくりカレッジ参加団体のみなさんに回答いただいた
アンケートを元に「コツ」と「活かし方」をまとめました。

事業対象者の中で一番悩みの声が多い学生をターゲット
にすると決めたので、当事者である学生メンバーに意見
をもらいターゲットを明確にしていきました。まだ知る人が少な
い病気の悩みであると思ったので、その病気の説明を初めて
の方でもわかるように丁寧に書くことを心がけました。

メンバー間で出し合った言葉とその意味することの共有を大事
にしました。最終的には、カレッジのテキストにあった「〈バ
リュー〉を大事にしながら、〈事業〉という手段／方法により、
〈ミッション〉という社会的役割を果たすことで、〈ビジョン〉の
実現を目指します」という型に当てはめて言葉を整えました。

一番のコツは、一般の人にわかりやすい簡潔な表現にする
ことです。そのためにメンバーで必ず入れたいキーワードを
出し合いました。文字ばかりにならないように写真やイラスト
を入れたり、テーマごとに文字の色を変えて、そのテーマが
年代を追ってどう変化するのかを見やすくしたりしました。

ステーク
ホルダー

ビジョンの
実現に向けた
中長期計画

ビジョン / 
ミッション

ターゲット
（ペルソナ）

▼2022年度まちだづくりカレッジ参加〈NPO法人多汗症サポートグループ〉が作成した事業計画書

活動への関わり方の違いによって温度差があることを意識
し、普段は物静かで発言の少ない、現場に近いメンバーの
想いから聞くようにしました。「何をやったか」よりも、「何の
ためにやったか」と、過去のことよりも未来のことに意識が
向くように進行しました。

原発性局所多汗症の啓蒙活動等を行う。
また多汗症患者のための商品開発、販売
を通じて生活の質の向上に寄与すること
を目的に活動をしている。

NPO法人 多汗症サポートグループ

Profile

Check!

まちだづくりカレッジ2022年度
最終報告会で各団体が作成した
事業計画書や報告会の様子は
こちらからご覧いただけます。


